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進捗報告書（実⾏団体） 
 
● 提 出 ⽇ ：   R4 年 10 ⽉  10 ⽇ 
● 事 業 名 ：カヌーを通じての共⽣社会、インクルーシブの実現を⽬指す事業  
● 資⾦分配団体 ：公益財団法⼈ブルーシー・アンド・グリーンランド財団 
● 実 ⾏ 団 体  ：宮城県障がい者カヌー協会   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

１．障害児が、カヌー体験を知
って、参加する状態となる。 
 
 
 
 
 
 

①カヌー体験に参加した対象と
なる⼦供の数 
②カヌー体験を⾒学した対象と
なる⼦供の数 
③カヌー体験に参加・⾒学した
対象となる⼦供の満⾜度 
④カヌー体験に協⼒したサポー
ターの数 

①地域全体で 150 ⼈ 
②地域全体で 30 ⼈ 
③満⾜度調査（エンドライン
調査を⾏いベースラインと⽐
較する） 
④地域全体で 10 ⼈ 

① 2023
年 2
⽉ 

① 地域全体で 120 ⼈ 
② 地域全体で 10 ⼈ 
③ アンケートでリピート

希望が 8 割、リピート
数も 10 ⼈、競技者 2 ⼈ 

④ 地域全体で 30 ⼈以上 
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２．障害児の保護者が、⼦ども
を積極的に、カヌー体験プログ
ラムに参加させる状態となる。 

①カヌー体験を⾒学した保護者
の数 
 

①地域全体で 150 ⼈（初期値
から 5 倍） 
 

① 2023
年 2
⽉ 

① 地域全体で 160 ⼈ 
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 ②カヌー体験を⾒学した保護者
の満⾜度 

②満⾜度調査（エンドライン
調査を⾏いベースラインと⽐
較する） 

② アンケートでリピート
希望が 9 割 リピート
数 15 ⼈、競技帯同 2 ⼈ 

３．障害児⽀援施設や障害者⽀
援団体等、特別⽀援学校のスタ
ッフが、カヌー体験プログラム
を認知して参加する状態とな
る。 

①カヌー体験を⾒学したスタッ
フの数 
②カヌー体験を⾒学したスタッ
フの満⾜度 
③障害児⽀援施設や障害者⽀援
団体等への事業及び団体等の周
知活動の数 

①地域全体で 20 ⼈ 
②満⾜度調査（エンドライン
調査を⾏いベースラインと⽐
較する） 
③ 30 団体 

① 2023
年 2
⽉ 

 

① 地域全体で 10 ⼈ 
②聞き取りで満⾜度が⾼
い 
③事業認識の⽀援学校は
増加（名取⽀援、岩沼⽀援、
船岡⽀援学校） 
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４．特別⽀援学校や障害者⽀援
団体等で、カヌー体験に関する
認知することにより、障害者団
体だけではなく通常の学校や
健常者のカヌー団体など新た
な連携・協⼒・⽀援を⾏う団体
等が体験会に参加する状態と
なる。 

①連携・協⼒・⽀援する学校・
団体等の数 
②カヌー体験以外で連携・協⼒・
⽀援する学校・団体等の数 
③カヌー体験を⾒学した学校・
団体等の数 
 

①地域全体で 5 事業者 
②地域全体で 5 事業者 
③地域全体で 5 事業者 

② 2023
年 2
⽉ 

 

① 地域全体で 6 事業者 
学校３・団体 6 
②地域全体で 6 事業者 
学校 2・団体 3 
③地域全体で 5 事業者 
学校１・団体 5 
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５．当団体と連携協⼒団体（障
害児等⽀援団体以外も含む）か
ら体験会等を通じて⼊会、ボラ
ンティア登録へとつながる状
態となる。 

①当団体と連携協⼒団体間のつ
ながりの数 
②当団体と連携協⼒団体間のつ
ながりの質 

①つながる連携協⼒団体の増
加（初期値より増加） 
②つながりの質の向上（団体
間のつながりをもつ） 

① 2023
年 2
⽉ 

 

① 宮城県障害者スポーツ
協 会 、 MOTTO
（MOTTO から荒浜
キッチンに繋がる） 

② 団体間のつながりに
変化 
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６．新型コロナウイルス感染症
対策をすることによって、障害
児、関係者が安全に事業に参加
することが出来る状態となる。 

器材、器具を準備することで三
密対策等の安全対策を講じた事
業が実施できている状態。 

新型コロナウイルス感染症の
安全対策が不⼗分な状態 

① 2021
年 9 ⽉ 

聴覚障害者が⼝の動きを
⾒えるようにフェイスシ
ールド、使い捨ての鉛筆、
⾞いすけん引器具による
介助密の回避などの対策
ができている。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
コロナによりイベント等は停滞していた時期もありましたが、その時期に連携先を構築したことが動き始め、事業内だけではなく、事業終
了後も継続して⾏える⾒通しがつきました 
 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等）8/12 河北新報記事 
 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 

 

添付資料 

  


